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QC・新QC
七つ道具活用



　まず、このテキストを手に取って、本講座の学習に取り組まれているみなさんへ
「おめでとうございます」とお伝えしたいと思います。何がめでたいのか？　それは、
本講座を最後まで成し遂げ、修了した暁には間違いなく管理技術が向上しているか
らです。

　本講座は、企業活動において不可欠である「ＱＣ＝品質管理」を日常業務の中で
実践していく際に、ぜひ知っておきたい“ＱＣ的ものの見方・考え方”を筆頭に、“問
題解決する際のポイント”、“数値データを取り扱う手法”、“言語データを取り扱う
手法”をやさしく、かつ丁寧に解説しています。
　３カ月間のコースの内容は、以下のようになっています。
１カ月目　【ＱＣ的ものの見方・考え方とＱＣ七つ道具（その１）】

第１巻では、仕事や問題をスムーズに解決するための基礎、数値データ
を扱う基礎的な手法（ＱＣ七つ道具の中の、チェックシート、グラフ、
パレート図、散布図）を学習します。

２カ月目　【ＱＣ七つ道具（その２）、アイデア発想法と親和図法】
第２巻では、統計的な手法（ＱＣ七つ道具の中の、ヒストグラム、管理
図）に挑戦してもらいます。さらに、最近、企業人に特に求められてい
る柔軟な発想力を養うためのアイデア発想法、第３巻への助走としての
親和図法を学習します。

３カ月目　【言語データを取り扱う手法（特性要因図と新ＱＣ七つ道具）】
第３巻では、言語データを取り扱う手法を中心に学んでいきます（特性
要因図、連関図、系統図、マトリックス図法、アロー・ダイヤグラム法、
ＰＤＰＣ法、マトリックス・データ解析法）。さらに、本講座のまとめ
として、手法を活用するうえでのポイントについても事例を通して学習
します。

　本テキストの中には、「サークル活動」、「サークルメンバー」といった言葉が出
てきます。いわゆる小集団活動やＱＣサークル活動を実施している人にとっては、
違和感は無いと思いますが、仕事そのものが改善業務である人、改善活動はあまり
関係ないと思っている人にとっては「？」かもしれません。「？」と感じた人は、「サー
クル活動」を「業務」に、「サークルメンバー」を「職場の仲間」と置き替えてみ
てください。
　最後に、本講座を学習するにあたってのポイントを述べておきます。学んだこ
とを自分のものにするためには、『実践』が必要である、ということです。まずは、
自分自身で使ってみる、ということです。自転車の乗り方や泳ぎ方、野球ボールの
投げ方やサッカーボールの蹴り方を、本だけ読んで身に付けたという人はほとんど
いないはずです。
　どうぞ途中で投げ出したりせずに、最後までやり遂げてください。
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Vol.1 QC的ものの見方・考え方とQC七つ道具（その1）
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 「改善」とは良い方向に変えること

　日常の仕事が本来業務で、改善は仕事とは別物だと考えている人はいませんか？　社内
で常日頃「改善しなさい！」といわれているので、仕方なく改善活動に取り組んでいると
いう人もいるでしょう。ただ、どうせやらなければならないことなら、楽しく・やりがい
感を得ながら自ら積極的に取り組んだほうが得です。ましてや改善したことで自分たちの
仕事が楽になれば最高ですし、上司に認めてもらえれば達成感も味わえます。
　ではそもそも、「改善」とは何でしょうか？　様々な定義がありますが、ここでは日本
品質管理学会の定義と本テキストでの定義を紹介しておきます。

　日本品質管理学会の定義は、少々難しそうで身構えてしまってそう易々と手が出せそう
にありません。そこで、本テキストでは「改善とは＝良い方向に変えること」とシンプル
に表現することにします。結局のところ、改善が目指すものはこれのひと言に尽きます。
誰にでも覚えられて理解しやすこと、それも改善においては非常に重要なことです。

 改善の３つの種類

　では、改善には具体的にどのようなものがあるのでしょうか？　改善の種類には、大き
く分けて３つの方法があります。

①即改善（Just Do It）
　例えば、日常生活の中ではさみが見つからなくてイライラしたといったような経験はあ
ると思います。このような問題を防ぐには、自分ではさみ置き場もしくは文房具置き場を

Point 1

Point 2

「改善」とは、良い方向に変えること

問題や課題を合理的に、科学的に、効率的にかつ効果的に改善するために、３つのカギを使いこなす

Lesson

1 改善を実施するための3つのカギ

【品質管理学会の定義】
　製品・サービス、プロセス、システムなどについて、目標を現状より高い水準に設定して、
問題又は課題を特定し、問題解決又は課題達成を繰り返し行う活動。

【本テキストでの定義】
　良い方向に変えること。

図表1-1
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第1章
仕事や問題をスムーズに解決するための

基礎を身につけよう

決めて、それを常に守るようにすれば解決します。実はこれもれっきとした改善です。こ
のように、問題を認識した時点で、改善案がわかるような改善を「即改善（Just Do It）」
と言います。改善提案の一部もこれに該当します。

②知恵出し改善
　会社のファイル棚で「必要な文書ファイルが見つからない」ということがあるでしょう。
このような場合には、自分だけでルールを作ってもダメで、皆でどうしたらよいかを考え
なくてはなりません。そうすることで、よいアイデアが生まれ、ルール化でき、周知徹底
もできます。何よりも自分たちで決めたルールなので、守らなければ皆に迷惑をかけると
いう心理が働き、継続しやすくなることもポイントです。一人では決められないが、皆で
知恵を出して考えればいとも簡単に解決する。このような改善を「知恵出し改善」といい
ます。改善提案やカラクリ改善の一部もこれに該当します。

③体系的アプローチによる改善
　体系的な手順に則って改善を進めることで、誰でも取り組めるようにしたものが「体系
的アプローチによる改善」です。代表的な改善手順として、問題解決型ＱＣストーリー、
課題達成型ＱＣストーリー、施策実行型ＱＣストーリーの３つがあります。これらの使い
分けについては、Lesson16で解説していきます。

 改善を実施するための３つのカギ

　さらに、日頃発生する問題・課題を、合理的、科学的、効率的にかつ効果的に改善する
ためには、下記の３つのカギをよく理解して、取り組む必要があります。

　第２章以降の手法を学ぶ前に、まずこの第１章においては「ＱＣ的ものの見方・考え方」
と「改善の手順」について理解しておきましょう。この３つのカギは、改善においてお互
いに密接な関係があるのです。

QC的ものの見方・考え方1

改善の手順2

QC手法の活用3

図表1-2　【改善を実施するための３つのカギ】
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 チェックシートとは

　作業が抜け・落ちなく、正しく実施されているかを確認したり、データを記録する際に
表を作成するなど、“確認や記録のための情報をチェックシートに記入している”という
人も多いでしょう。また、旅行の際に持ち物リストをチェックする、これも「チェックシー
ト」です。チェックシートは、チェックするだけで簡単にデータを取ることができ、そのデー
タが後ほど整理しやすいように、さらに確認・記録する項目を漏れなくチェックできるよ
うな表や図があらかじめ設定されているもののことです。そのため、チェックシートにま
とめておくと、データ整理がしやすく、後ほど様々な手法を活用して分析するための有効
な元データとなるのです。

 データの記録・集計にはチェックシートを活用しよう

　改善を実施している際に、チェックシートが威力を発揮するのは、データの記録と集計
時です。身近な例で説明しましょう。
　Ａ君は、毎日小銭を貯金することに決めました。その貯金状況を１週間確認するために、
チェックシートを作って記録しました（図表3-1）。小銭の中でも、１円硬貨と５円硬貨
は管理せずに別の貯金箱に貯めています。貯金箱には、貯金した硬貨の種類に分けて、カ
ウントしています。3月19日には720円貯金し、内訳は500円硬貨が１枚、100円硬貨が２枚、
10円硬貨が２枚です。チェックシートには、数字は記入せず、下図のように斜線を入れて
チェックします（この斜線を度数マークといいます）。
　このような作業を毎日実施することで、3月19日～ 25日までの貯金状況が明確に記録で
きます。単に金額を書くのではなく内訳を層別することで、後からデータを色々な角度か
ら分析できる、すなわち手法を活用して特徴などを引き出すことができるのです。

Point 1

Point 2

チェックするだけで簡単に結果がわかるように作られた表や図のこと

チェックシートでは、項目を層別して、後からデータ活用できるようにする

Lesson

1 チェックシートはこんな時に使ってみよう

図表3-1　【チェックシート例】
貯金箱に貯金した硬貨の種類　チェックシート　期間：20xx年 3月19日～3月25日

20xx年
3/19（日） 3/20（月） 3/21（火） 3/22（水） 3/23（木） 3/24（金） 3/25（土） 計

5

13

18

500

100

10
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第3章
チェックシート

 調査用チェックシートとは

　ある目的のために、調査や記録するときに用いるのが「調査用チェックシート」です。
例えば、その工程のなかでどのような欠点や不具合が、どのくらい・いつ発生しているの
かを知りたいときに活用します。調査用チェックシートは、下記のように目的によって分
類することもできますが、これらの名称が特に重要なわけではなく、目的にあったチェッ
クシートを設計して、活用することが大切です。

①不具合項目調査用チェックシート
　どんな不具合が、どのような傾向で発生してかを調べるためのチェックシート。あらか
じめ発生が予想される不具合項目を記入したチェックシートを作成し、不具合が発生する
たびにその項目の該当する欄へチェックしていく（図表3-2）。
②不具合要因調査用チェックシート
　不具合の発生状況を要因別に層別してチェックを行い、不具合品がどうして発生したの
か、その要因を調査するときに活用する。
③度数分布調査用チェックシート
　部品や製品の寸法、重量などの特性値がどのような分布の姿になっているか、分布の中
心やデータのばらつき状態を調査するときに活用する。
④欠点位置調査用チェックシート
　どの位置にどのような欠点がどのくらい発生しているかを調査するときに活用する。

 点検用チェックシート

　日常作業を正しく行うには、設備や機械に異常がないことや、空圧や電流値が規格内に
収まっているかなどをあらかじめ点検（確認）してから、作業に移らなければなりません。
このような日常管理を抜け・落ちなく、さらに確実に行うために用いられるのが、点検用
チェックシートです。あらかじめ点検すべき項目を決めておき、項目を点検するたびに
チェック（レ点や○×を入れたり、数値を書き込んだり）していきます（図表3-3）。

Point 1

Point 2

調査用チェックシートは目的に合わせて設計＆活用する

点検用チェックシートは、日常管理を抜け・落ちなく、確実に行うために活用する

Lesson

2 チェックシートの種類と目的
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 グラフの種類

　グラフには、様々な種類があります。代表的なグラフを図表4-3に示しているので、各
グラフの名称、目的、形をしっかり理解し、活用していきましょう。

◆棒グラフ
　データの大小を比較したいときに使用するのが「棒グラフ」です。棒の長さによって、デー
タの大きさを示します。最もシンプルな棒グラフが前ページの図表4-2のＢのタイプです。
同じ項目（横軸）の中でも層別して比較したい場合には、図表4-2のＤ（期別で層別）の
ように使用することもあります。また、データの大きさをある基準で層別して、層別した
ものを積重ねた「積重ね棒グラフ」もよく使用されています（図表4-3参照）。

◆折れ線グラフ
　時間的な変化やロット番号順などのように時系列での変化状況を示したいときに使用す
るのが「折れ線グラフ」です（前ページ図表4-2のＡ）。横軸に時間、縦軸にデータの大
きさをとって、プロットし、その点を結びます。

◆円グラフ
　内訳の割合を示すときに使用するのが「円グラフ」です（図表4-2のＣ）。円を各項目
の構成割合で区切って作成します。

◆帯グラフ
　帯（長方形）の面積を、各項目の構成比率に応じて区切ったものが「帯グラフ」です。特に、
構成割合の時間的変化などを見る際に適しています。

Point 1

Point 2

大きさを比較したいときには「棒グラフ」。時系列による変化状況を示したいときには「折れ線グラフ」

割合や内訳を表現するときには「円グラフ」と「帯グラフ」。年度などでの比較を伴う場合には「帯グラフ」

Lesson

2 グラフの種類と目的

＜棒グラフと折れ線グラフの使い分け＞
　「棒グラフ」は大きさを比較したいときに、「折れ線グラフ」は時系列（時間の経過やロッ
ト番号順）による変化状況を示したいときに使用するのが基本です。ただし、１つのグラフ
の中で、複数の特性の時系列変化を示すときに、棒グラフと折れ線グラフを複合することも
あります。例えば、不具合件数を棒グラフで、不具合率を折れ線グラフで示すなどです。
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第4章
グラフ

◆ガントチャート
　最もよく使われるのが、問題解決型ＱＣストーリーでの「活動計画の作成」時です。各
手順での実施計画期間と実績期間とをみえる化し、計画通りに進捗しているのか、遅れて
いるのかなどの進捗状況をひと目でわかるようにし、取組状況の是正に役立てます。

◆レーダーチャート
　健康診断結果や人事考課結果などのフィードバックなどで見たことがある人もいるかも
しれません。改善手順の「効果の確認」での無形の効果を表現する際にもよく使用されます。
レーダーチャートは、評価の対象を多項目で評価する場合に用います。項目間のバランス
がひと目で判断できることが特徴です。

＜円グラフと帯グラフの使い分け＞
　どちらも割合や内訳を表現する際に使用しますが、年度での比較や地域による比較を伴う
場合には、「帯グラフ」を活用すると、年度や地域での変化状況がわかりやすくなります。

図表4-3　【グラフの種類】

項目 主担当

：計画 ：実績

効果の確認 武田

標準化と管理の定着 井上

要因の解析 斉藤

対策の検討と実施 松原

目標の設定 沖田

活動計画の作成 永倉

３月

テーマ選定 近藤

現状の把握 土方

11月 12月 １月 ２月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月

グラフ名

目的

1．棒グラフ

数量の大小を比較したい

2．折れ線グラフ

時間的な数量の変化を示したい

3．円グラフ

内訳の割合を簡単に見せたい

形

グラフ名

目的

4．帯グラフ

時間的変化や層別項目の
内訳を示したい

5．ガントチャート

計画と実績とを比べたい

6．レーダーチャート

項目間のバランスと変化を見たい

A
5

3

1
0

F B

CE
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QC・新QC
七つ道具活用



　世の中にはいろいろな人がいます。人前で話すのが苦手な人もいれば、まったく
苦にならない人もいる、文章を書くのが嫌いな人もいれば大好きな人もいます。こ
のように、個人差は必ずあります。

　第２巻の前半では、統計的な手法の中の、ヒストグラムと管理図に挑戦してもら
います。この２つの手法は、頭から“難しいもの”だ、と思い込んでいる人もいる
かもしれません。私の部下にも、「ヒストグラムは誰から教わっても理解できない」
という人がいました。驚くことに、改善活動を推進している部門の人でさえ、その
ような発言をするのです。
　ですが、安心してください、「理解できない」と言っていたこの部下に、本講座
のテキストの元ネタになる資料で私が指導したところ、今では堂々とヒストグラム
の作り方まで指導しています。
　かく言う私も、以前は人前で話すことが大嫌いでしたし、作文の点数は散々でし
た。ところが、続けているうちに、今では数十名の前で講義もしますし、本も何冊
か出版しています。ですから、あきらめて途中で投げ出さなければ、必ずやものに
なると思います。少しくらい難しいなと感じても、あきらめずに、何度も何度もテ
キストを読み返してください。必ず、理解でき、あなたの強い武器になります。
　そして後半では、アイデア発想法を学んでいきます。第２巻の最後と第３巻で学
ぶ言語データを活用する手法にとって、アイデア発想法は非常に大事だからです。
世の中の手法の出版物では、アイデア発想に触れた本はほとんど見当たりません。
　さらに第２巻の最後には親和図法を勉強します。親和図法という名称は知らない
けれど、ＫＪ法なら知っているという人もいるかもしれません。新入社員教育など
でのグループディスカッション時に、使われた経験がある人も多いと思います。こ
の親和図法も、アイデア発想法と同様に、第３巻で学ぶ言語データを活用する手法
（特に、特性要因図、連関図と系統図）にとって、非常に大事な知識となります。

　この第２巻を乗り越えることができれば、ゴールは近いといって良いでしょう。
途中であきらめずに、最後まで完走しましょう。テキストの中には、いくつかのコ
ラムを挿入しています。少しでも頭を安めることにつながればいいと思ったもので
したが、意外とまじめになってしまいました。そのため、コラムだけを続けて読ん
でみても、違った角度でよい勉強になると思います。では、第２巻の学習をスター
トしていきましょう。

はじめに
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 私たちは常に平均レベルを知りたい？

　今年の賃上げ額は業界平均8,000円であるとか、中学生や高校生になるとテストの平均点
が算出されるなど、私たちは日常的にいくつかのデータがある時に平均を意識したり、無
意識のうちに平均を求めていることが多くあります。ではなぜ、平均を求めるのでしょう
か？　それは、中心的傾向と比較したいデータの置かれている位置関係を明確にしたいか
らです。
　平均とは、「データをすべて足して、データ数で割ったもの」で、その数値は平均値と
呼ばれています。では、この平均値ですべてのデータの中心的傾向を表すことができるで
しょうか？　その答えは「いいえ」です。
　そぐわない例をあげてみましょう。ある市の調査結果で、「働いている人の年平均収入
額は、平均1,500万円である」というデータがあったとします。この数字を聞いて、あなた
はどのように感じますか？　ほとんどの方が、「そんなにもらっていないよ」、「このデー
タおかしいんじゃないの」と感じると思います。なぜなら、これは平均値で比較する際の
デメリットの例だからです。自分自身の年収と、今回情報として与えられた1,500万円とい
う数字を比較して、自分の常識内で判断しているのです。自分が思い描いていた数字との
乖離があまりにも大きいために、違和感を抱いたということです。しかし、年収が１億円
以上の方が何人か含まれていると、上記の例のようなことが実際に起こりえることもある
のです。このような場合には、平均値を求めるのではなく、中央値（メディアン）、もし
くは最多値（モード）を中心的傾向を示す指標として活用しなければなりません。

 中心的傾向をあらわす平均値、中央値、最多値

　データが持っている中心的傾向を表す指標には、次の３つがあります。

（１）平均値（算術平均：Average）
　観測されたデータからそのちらばり具合を平らに均

なら

して得られる統計的指標。ｎ個の計
量値データ X1，Ｘ2，Ｘ3，・・・，Ｘn がある場合には、平均Xは次のようにして求めます。

Point 1

Point 2

データの中心的傾向を表す指標には、平均値、中央値、最多値がある

平均値だけですべての事象の中心的傾向を表すことができるとは限らない

Lesson

1 中心的傾向の表し方

X = 
 X₁+X₂+X₃+・・・+Xn

n
平均：
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第7章
統計的なデータの表し方

（２）中央値（Median）
　データを小さい値から大きい値に並べた時の真ん中の値。データが偶数個の場合には、
中央の２個のデータを足して２で割った値。
例１：１，２，３，４，５，６，７，８，９　という９つのデータがあったときの中央値は、真

ん中の「５」となる。
例２：１，２，３，４，５，６，７，８，９，10　という10個のデータがあったときの中央値

は、（５＋６）／２＝５．５　となる。

（３）最多値（Mode）
　データの中で最も出現が多い値。
　具体的な例をみてみましょう。下の図表7-1は、ある職場での従業員のお小遣い額を示
しています。わかりやすくするために昇順で並べてあります。データ数は25人分で、ｎ＝
25と表します。この例でも、お小遣い額が飛び抜けて高い人がいるために、平均値は高め
に引っ張られており、12,880円となっています。
　ｎ＝25のデータなので、中央値はNo.13のデータの値となり、9,000円となります。最多
値は、最も出現が多い値なので、この中で一番多い４つのデータがある10,000円となります。
　このように、平均だけで物事を捉えてしまうと、感覚的にそぐわないこともあります。
そのような場合には、中央値や最多値を思い出してください。表に書かれた生データだけ
を見ていても気づかないことが、図式化することによって気づくということが多々あるの
です。

No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

お小遣い額
3,000
4,000
5,000
5,000
6,000
6,000
7,000
8,000
8,000
8,000
9,000
9,000
9,000

10,000
10,000
10,000
10,000
12,000
12,000
13,000
13,000
15,000
30,000
50,000
50,000

度数

ｎ数
平均値
標準偏差

中央値

最多値
平均値

0

2

4

6

8

10

12

14

16
お小遣い額のヒストグラム

お小遣い額

0
5,0

00

10
,00

0

15
,00

0

20
,00

0

25
,00

0

30
,00

0

35
,00

0

40
,00

0

45
,00

0

50
,00

0

55
,00

0

25
12880

12306.2

平均値＝
中央値＝
最多値＝

12,880円
9,000円

10,000円

図表7-1　【平均値、中央値、最多値との関係】
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第8章
ヒストグラム

 ヒストグラム特有の名称

　ヒストグラムの作成手順を解説する前に、ここではヒストグラム特有の名称を整理して
おきます。ぜひ覚えておきましょう。

▶手順１　目的を明確にする 
　ヒストグラムで何を明らかにしたいと思っているのか、まずヒストグラム作成の目的を
明確にしておきます。

Point 1

Point 2

区間の幅（ｈ）は測定単位の整数倍とする

区間の境界値は測定単位の１／２小さいほうへずらして設定する

Lesson

2 ヒストグラムの作り方

ヒストグラム

180 210 240 270 300 330 360 390 420 450 480 510
0

5

10

15

20

25

30

35

度　

数

この柱ひとつ一つを「区間」と呼ぶ

「区間境界値」とは、
この区間を区切る数値のこと

「度数」とは
この柱の高さで、
その区間内の
データ数のこと

区間の幅（h）

「区間の数（k）数」
とはこの柱の数

図表8-3　【ヒストグラム特有の名称】

事例：加工品のある部分の寸法データの分布状況を知りたい。
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▶手順２　データを集める（図表 8-4）
　素性がはっきりしているデータをできるだけ
多く、できれば100個以上集めます。

１）データの数（ｎ）は50～ 100以上あるこ
とが望ましい

　データの分布を正確に見るには、多くのデー
タがあるほうがよいです。少なくとも50個以上
のデータとなるようにしましょう。

２）データを集める期間を決める
　データをとる期間は、問題の発生状況なども考慮しながら、区切りのよい期間（例：１
週間、10日間、１カ月 等）とします。期間をあらかじめ決めておくのは、改善における「効
果の確認」での確認期間を、「現状把握」のデータとり期間と合わせたいからです。

▶手順３　データの最大値と最小値を求める（図表 8-5）
　集めたデータから、最大値（Ｌ）と最小値（Ｓ）を求めます。数多くあるデータから、
最大値と最小値を正しく探し出すのは時間がかかり、また漏れがでることもあるため、容
易ではありません。そこで、ここではデータ表を分割してみる方法を紹介します。
　たとえば、図表8-4のサンプルデータの場合は、列は６列で、各列に10個のデータがあ
ります。そこで、列ごとに最大値（○印）と最小値（×）をチェックします（図表8-5）。
　次に、各列の最大値（○印）の中での最大値（◎印）と最小値（×）の中での最小値（×
×印）を求めます。図表8-5では、最大値（Ｌ）＝14.1、最小値（Ｓ）＝12.2となり、集め
たデータは12.2 ～ 14.1の範囲にあることになります。

データ

12.8
13.1
13.0
13.3
12.7
12.5
12.9
12.8
13.5
13.0

12.6
13.1
13.4
13.3
13.4
12.2
13.7
13.6
13.0
13.2

13.0
12.8
13.8
13.1
13.2
12.6
12.9
12.4
13.1
12.8

13.1
12.9
12.7
14.1
13.2
13.2
13.1
12.7
13.7
13.3

12.8
13.3
12.5
13.0
13.0
13.6
12.6
13.5
13.2
13.1

13.8
12.8
13.0
12.9
13.5
12.7
13.1
13.4
12.8
13.2

データ

12.8
13.1
13.0
13.3
12.7

×12.5
12.9
12.8

○13.5
13.0

12.6
13.1
13.4
13.3
13.4

××12.2
○13.7
13.6
13.0
13.2

13.0
12.8

○13.8
13.1
13.2
12.6
12.9

×12.4
13.1
12.8

13.1
12.9

×12.7
◎14.1
13.2
13.2
13.1

×12.7
13.7
13.3

12.8
13.3

×12.5
13.0
13.0

○13.6
12.6
13.5
13.2
13.1

○13.8
12.8
13.0
12.9
13.5

×12.7
13.1
13.4
12.8
13.2

図表8-5　【最大値と最小値の求め方】

図表8-4　【データ表】
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 アイデア発想の構成は「発散思考」と「収束思考」

　アイデア発想の構成の仕方を説明する切り口はいくつかあります。本テキストでは、「発
散思考」と「収束思考」の構成に分ける方法を説明します。すなわち、アイデアをどんど
ん出して広げていき、その中から絞り込んでいこうということです（図表10-4）。

（１）発散思考法
　アイデアを自由奔放にどんどん出すための方法が「発散思考法」です。有名なものとして、
「ブレーン・ストーミング法（ＢＳ法）」、「ブレーン・ライティング法（ＢＷ法）」、「チェッ
クリスト法」、「希望点列挙法」、「焦点法」などがあります。

（２）収束思考法
　「発散思考法」で数多く出てきたアイデアを、目的に合わせて絞り込む方法が「収束思
考法」です。有名なものとして、「親和図法」、「特性要因図」、「連関図」、「系統図」、「Ｐ
ＤＰＣ法」、「アロー・ダイヤグラム」などがあります。

　本章では、発散思考法の中の「ブレーン・ストーミング法（ＢＳ法）」と「チェックリ
スト法」を取り上げ、説明と活用手順を解説していきます。

Point 1

Point 2

アイデアを自由奔放にどんどん出す方法が「発散思考法」

「発散思考法」で数多く出てきたアイデアを、目的に合わせて絞り込む方法が「収束思考法」

Lesson

2 アイデア発想法の種類

発散思考法 収束思考法

テ
ー
マ

目　

的

自
由
に
発
想
、

挑
発
ワ
ー
ド
に
刺
激
さ
れ
て
発
想

自
由
に
発
想
、

挑
発
ワ
ー
ド
に
刺
激
さ
れ
て
発
想

自
由
に
発
想
、

挑
発
ワ
ー
ド
に
刺
激
さ
れ
て
発
想

…

目
的
に
合
わ
せ
て
絞
り
込
む

アイデア

アイデア

アイデア

アイデア

アイデア

アイデア

アイデア

アイデア

アイデア

アイデア

図表10-4　【アイデアの発散思考と収束思考】


